
東
京
方
言
に
お
け
る
動
詞
・
形
容
詞
の
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト

柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

目

　

次

一
、
問
題
の
所
在

二
、
二
音
節
動
詞

三
、
三
音
節
四
段
活
用
動
詞

四
、
三
音
節
一
段
活
用
動
詞

五
、
二
音
節
形
容
詞

六
、
三
音
節
形
容
詞

七
、
四
音
節
形
容
詞

八
、
結
論

一
、
問
題
の
所
在

筆
者
は
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
間
に
音
便
が
定
着
す
る
と
、
二
音
節
第
二
類
四
段
活
用
動
詞
連
用
形
＋
テ
、
三
音
節
第
二
類
四
段
活
用
動

詞
連
用
形
＋
テ
、
第
二
類
形
容
詞
連
体
形
に
お
い
て
、
特
殊
音
節
が
単
独
で
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
を
担
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
こ
れ
が
直
接

（1）

の
原
因
と
な
っ
て
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
が
分
離
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
。
今
、
二
音
節
第
二
類
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四
段
活
用
動
詞
に
例
を
取
る
と
、
「
書
判
テ
」
「
読
引
テ
」
「
打
列
テ
」
の
音
便
形
「
書
引
テ
」
「
読
珂
デ
」
「
打
叫
テ
」
が
定
着
す
る
と
、
特
殊

音
節
が
単
独
で
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
を
担
え
な
い
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
で
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
を
前
へ
移
し
て
、
「
葡
イ
テ
」
「
蘭
ン
デ
」

「
細
ッ
テ
」
に
変
え
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
推
定
が
妥
当
な
も
の
と
し
て
、
次
に
検
討
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
お
い
て
、
第
二
類
動
詞
の
連
用

形
と
第
二
類
形
容
詞
の
連
体
形
に
生
じ
た
こ
の
変
化
が
、
他
の
活
用
形
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
て
よ
い
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

早
く
服
部
四
郎
博
士
は
、
連
用
形
の
「
劃
イ
タ
」
「
剖
ン
ダ
」
が
終
止
連
体
形
に
影
響
を
与
え
て
「
刺
ク
」
「
叫
ム
」
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ

「1－）
た
が
、
そ
の
よ
う
な
変
化
が
、
広
く
動
詞
・
形
容
詞
の
他
の
活
用
形
の
場
合
に
つ
い
て
も
言
え
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
は
、

こ
の
間
題
を
取
り
上
げ
て
、
現
代
東
京
方
言
を
対
象
と
し
て
、
第
二
類
動
詞
と
第
二
類
形
容
詞
と
の
各
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
、

①
最
初
に
変
化
が
起
き
た
と
見
ら
れ
る
、
連
用
形
（
動
詞
の
場
合
）
ま
た
は
終
止
連
体
形
（
形
容
詞
の
場
合
）
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
同
じ
形
に
な

っ
て
い
る
か
ど
う
か
、

②
同
じ
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
別
の
原
因
に
よ
っ
て
同
じ
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
ど
う
か
、

③
同
じ
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
同
じ
に
な
ら
な
か
っ
た
別
の
原
因
が
説
明
で
き
る
か
ど
う
か
、

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
二
類
動
詞
連
用
形
十
テ
と
第
二
類
形
容
詞
終
止
連
体
形
と
に
生
じ
た
ア
ク
セ

ン
ト
の
変
化
が
、
東
京
方
言
に
お
け
る
動
詞
と
形
容
詞
と
の
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
今
日
見
る
よ
う
な
形
に
導
く
こ
と
に
な
っ
た
可
能
性

を
認
め
よ
う
と
す
る
。

二
、
二
音
節
動
詞

（3）

鎌
倉
時
代
の
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
お
け
る
二
音
節
動
詞
の
各
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
表
1
．
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（4）

ま
た
、
現
代
東
京
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
表
2
の
通
り
で
あ
る
。



（
表
1
）
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
二
音
節
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

（
表
2
）
　
現
代
東
京
方
言
に
お
け
る
二
音
節
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

二
音
節
第
二
類
動
詞
の
場
合
、
終
止
連
体
形
・
仮
定
形
・
命
令
形
は
、
連
用
形
に
生
じ
た
●
○
と
同
じ
形
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
ど
の
活
用
形
の
場
合
も
、
鎌
倉
時
代
の
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
形
か
ら
●
○
の
形
に
変
わ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
情
は
考
え
に
く

い
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
連
用
形
に
生
じ
た
形
に
ひ
か
れ
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
巳
然

形
○
㊦
▽
は
、
○
●
▽
を
経
て
、
○
●
▽
1
●
○
▽
の
変
化
と
、
○
●
1
●
O
の
変
化
と
に
ひ
か
れ
て
、
仮
定
形
●
○
▽
に
な
っ
た
と
見
ら

（5）

れ
る
。
命
令
形
は
、
鎌
倉
時
代
の
形
が
明
ら
か
で
な
い
け
れ
ど
も
、
連
用
形
と
同
じ
ア
ク
セ
ン
ト
と
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
こ
こ

で
も
連
用
形
の
形
に
ひ
か
れ
て
変
化
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
に
し
て
生
じ
た
第
二
類
の
終
止
連
体
形
●
O
は
、
第
一
類
の
終
止
連
体
形
が
●
●
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
と
衝
突
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
連
用
形
十
テ
の
場
合
も
、
第
一
類
が
、
●
○
▽
か
ら
●
●
▽
1
0
●
▼
と
転
じ
て
い
っ
た
か
ら
、
第
二
類
の
新

し
い
形
●
○
▽
は
そ
れ
と
衝
突
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
活
用
形
に
お
い
て
区
別
で
き
て
い
た
か
ら
、
他
の
活
用
形

も
混
乱
し
な
か
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

東
京
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二

問
題
は
、
連
用
形
の
形
と
異
な
る
形
を
し
て
い
る
例
で
、
二
つ
の
場
合
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
未
然
形
＋
ン
・
ナ
イ
・
ウ
の
場
合
で
あ
る
。

カ
刺
ン
（
書
か
ん
）
・
カ
刺
ナ
イ
（
書
か
な
い
）
・
カ
叫
－
（
書
こ
う
）
な
ど
は
●
○
で
な
く
○
●
と
な
っ
て
い
る
。
打
消
の
助
動
詞
「
ン
（
ぬ
）
」

（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

と
推
量
の
助
動
詞
「
ウ
（
む
）
」
が
つ
く
形
は
、
特
殊
形
と
呼
ば
れ
る
形
で
あ
る
か
ら
、
鎌
倉
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
と
も
に
○
○
▼
で
あ
っ
た
と

見
ら
れ
る
。
打
消
の
助
動
詞
「
ン
」
と
推
量
の
助
動
詞
「
ウ
」
と
は
陳
述
性
の
高
い
助
動
詞
で
、
そ
の
後
に
他
の
要
素
を
接
続
さ
せ
る
こ
と

な
く
、
そ
の
形
で
終
止
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
「
ヌ
」
「
ム
」
　
の
形
で
行
わ
れ
て
い
る
間
は
、
○
○
▼
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
維
持
で
き

て
も
、
そ
れ
ら
が
特
殊
音
節
「
ン
」
「
ウ
」
に
な
る
と
、
単
独
で
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
を
担
う
こ
と
の
で
き
な
い
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
に
お

い
て
は
、
直
前
の
音
節
に
山
を
移
し
て
、

○
○
▼
1
0
●
▽

と
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
二
音
節
第
二
類
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
○
●
か
ら
●
○
に
変
わ
っ
た
動
き
に
ひ
か
れ
、
ま
た
、

（。0）

低
明
示
の
た
め
の
直
前
音
節
の
隆
起
が
起
き
る
と
、
「
書
カ
ン
」
「
書
コ
ー
」
　
の
ア
ク
セ
ン
ト
も
、

○
○
▼
1
●
○
▽

の
形
に
な
る
動
き
も
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
、
反
す
る
二
つ
の
方
向
の
変
化
が
相
克
し
、
前
者
の
力
が
ま
さ
っ
た
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。
前
者
が
直
接
的
な
原
因
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
の
一
つ
が
ひ
か
れ
て
起
き
る
二
次
的
な
原
因
で
あ
り
、
も
う
一
つ
も
さ

ほ
ど
大
き
く
な
い
力
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

打
消
の
助
動
詞
「
ナ
イ
」
は
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
で
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
形
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
古
い
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
明
ら

（9）

か
で
な
く
、
従
っ
て
、
現
代
東
京
方
言
の
形
が
○
●
▽
▽
　
（
カ
刺
ナ
イ
）
で
あ
る
事
情
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

も
う
一
つ
、
●
○
に
な
っ
て
い
な
い
例
に
、
「
書
キ
マ
ス
」
　
（
○
●
▽
▽
）
な
ど
、
連
用
形
＋
マ
ス
の
場
合
が
あ
る
。
「
～
マ
ス
」
　
の
語
源
は

「
～
マ
ヰ
ラ
ス
＞
～
マ
ラ
ス
＞
」
　
で
あ
る
か
ら
、
動
詞
の
活
用
形
は
連
用
形
第
一
種
で
あ
っ
て
、
そ
の
鎌
倉
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
○
㊦

…
の
形
の
複
合
動
詞
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
低
く
は
じ
ま
る
形
が
、
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
で
も
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。



三
、
三
音
節
四
段
活
用
動
詞

（10）

三
音
節
第
二
類
四
段
活
用
動
詞
＋
テ
の
場
合
に
も
、
○
○
●
▽
の
形
が
音
便
の
定
着
に
よ
り
○
●
○
▽
に
転
じ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
場
合
に
も
、
連
用
形
に
生
じ
た
形
は
他
の
活
用
形
に
影
響
を
与
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

V卿血

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
三
音
節
第
二
類
四
段
活
用
動
詞
の
各
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
表
3
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
表
3
）
　
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
三
音
節
第
二
類
四
段
活
用
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

ま
た
、
現
代
東
京
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
表
4
の
通
り
で
あ
る
。

（
表
4
）
　
現
代
東
京
方
言
に
お
け
る
三
音
節
第
二
類
四
段
活
用
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

こ
こ
で
も
、
未
然
形
の
「
～
ナ
イ
」
「
～
ウ
」
と
連
用
形
＋
マ
ス
の
形
と
を
除
い
て
、
他
の
活
用
形
は
、
連
用
形
に
生
じ
た
○
●
○
と
同
じ
形

に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
る
原
因
は
連
用
形
か
ら
の
影
響
の
ほ
か
に
は
考
え
に
く
い
。
こ
こ
で
も
、
連
用
形
＋

テ
に
生
じ
た
○
○
●
▽
1
0
●
○
▽
に
ひ
か
れ
て
、
変
化
が
起
き
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

連
用
形
と
は
異
な
る
形
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
未
然
形
＋
ウ
、
例
え
ば
、
ウ
ゴ
カ
ウ
（
動
か
う
）
な
ど
の
、
鎌
倉
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、

特
殊
形
十
ウ
で
、
〇
〇
〇
▼
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
特
殊
音
節
「
ウ
」
が
単
独
で
ア
ク
セ
ン
ト
の
山
を
担
え
な
い
東
京
方
言
に
お
い
て
は
、

東
京
方
言
に
お
け
る
動
詞
・
形
容
詞
の
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
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山
が
一
つ
前
に
移
り
、
○
○
●
▽
と
な
っ
た
。
こ
の
形
が
統
成
的
機
能
を
果
た
す
形
に
整
え
ら
れ
た
の
が
、
○
●
●
▽
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ

の
場
合
も
「
ナ
イ
」
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
連
用
形
＋
マ
ス
に
つ
い
て
は
、
連
用
形
第
一
種
0
0
0
＋
マ
（
イ
）
ラ
ス
の
複
合
語
の
ア

ク
セ
ン
ト
が
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
連
用
形
に
ひ
か
れ
る
よ
り
も
、
そ
れ
ら
の
原
因
の
方
が
強
く
働
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

あ
わ
せ
て
三
音
節
第
一
類
動
詞
と
第
三
類
動
詞
と
を
見
て
お
く
。
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
両
類
動
詞
の
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
表
5
の
よ

（12）

う
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
表
5
）
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
三
音
節
第
一
・
第
三
類
四
段
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

●
●
　
　
　
●
●
●
　
　
●
●
　
　
　
●
●
　
　
　
●
●
　
　
　
●
●
●
　
　
●
●
●

●
　
　
　
　
●
●
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
●

ま
た
、
現
代
東
京
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
表
6
の
通
り
で
あ
る
。

（
表
6
）
　
現
代
東
京
方
言
に
お
け
る
三
音
節
第
一
・
第
三
類
四
段
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

第
一
類
動
詞
は
、
語
頭
に
●
●
が
連
続
す
る
ケ
ー
ス
に
語
頭
の
低
下
ま
た
は
山
の
後
退
が
起
き
た
も
の
と
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
三

類
動
詞
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
の
結
果
近
づ
い
て
来
た
第
二
類
動
詞
に
合
流
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。



四
、
三
音
節
一
段
活
用
動
詞

（13）

三
音
節
第
一
類
・
第
二
類
一
段
活
用
動
詞
の
鎌
倉
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
表
7
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
表
7
）
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
三
音
節
一
段
活
用
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

ま
た
、
現
代
東
京
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
表
8
の
通
り
で
あ
る
。

（
表
8
）
現
代
東
京
方
言
に
お
け
る
三
音
節
一
段
活
用
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

形

第
二
類
動
詞
の
連
用
形
は
、
連
用
形
＋
テ
の
ア
ク
セ
ン
ト
○
㊦
▽
が
○
●
▽
に
転
じ
、
こ
れ
が
第
二
類
四
段
動
詞
に
お
け
る
○
●
▽
↓
●

○
▽
の
変
化
に
ひ
か
れ
て
、
●
○
▽
に
転
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
動
詞
の
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
連
用
形
の
形
と
そ
れ
以
外
の
活
用
形
（
た
だ
し
命
令
形
の
一
部
を
除
く
）
の
形
と
が
異

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
終
止
連
体
形
の
○
○
●
は
、
三
音
節
第
二
類
動
詞
（
動
ク
な
ど
）
に
生
じ

た
○
○
●
l
O
●
○
の
変
化
に
ひ
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
未
然
形
は
「
～
ナ
イ
」
と
「
～
ウ
」
の
形
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
明
ら
か

東
京
方
言
に
お
け
る
動
詞
・
形
容
詞
の
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
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で
な
い
が
、
後
者
は
、
○
○
＋
（
▼
）
の
▼
が
特
殊
音
節
で
あ
る
た
め
に
○
●
（
▽
）
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
助
動
詞
「
ウ
」
か
ら
「
ヨ

ウ
」
が
生
ま
れ
る
と
、
そ
の
形
は
○
●
（
▼
▽
）
で
実
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
残
る
の
は
仮
定
形
で
あ
る
が
、
○
●
○
（
▽
）
の
形
は
安
定
し

た
形
で
あ
っ
た
か
ら
変
化
し
な
い
で
そ
の
ま
ま
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
音
節
一
段
活
用
動
詞
の
場
合
に
は
、
音
便
を
起
こ
さ
な
か
っ

た
か
ら
、
そ
の
連
用
形
＋
テ
の
ア
ク
セ
ン
ト
も
○
●
▽
1
●
○
▽
の
変
化
を
遂
げ
る
必
要
が
な
く
、
二
音
節
第
二
類
四
段
活
用
動
詞
に
起
き

た
変
化
に
ひ
か
れ
て
●
○
▽
に
変
わ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
他
の
活
用
形
に
及
ぼ
す
影
響
力
が
弱
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
に
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
形
に
別
の
原
因
に
よ
る
変
化
が
発
現
し
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

な
お
、
第
一
類
動
詞
の
場
合
は
、
終
止
連
体
形
・
仮
定
形
・
未
然
形
に
は
語
頭
低
下
ま
た
は
山
の
後
退
が
起
き
て
い
る
。
連
用
形
は
、
そ

れ
ら
の
諸
活
用
形
の
形
に
ひ
か
れ
て
変
わ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

五
、
二
音
節
形
容
詞

次
に
形
容
詞
の
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
見
る
。
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
二
音
節
形
容
詞
の
各
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
表
9
の
よ
う
で
あ

「〓」

っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
表
9
）
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
二
音
節
形
容
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

現
代
東
京
方
言
で
は
、
こ
の
二
類
の
別
が
な
く
、
そ
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
表
1
0
の
通
り
で
あ
る
。



（
表
1
0
）
　
現
代
東
京
方
言
に
お
け
る
二
音
節
形
容
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

連
体
形
の
音
便
が
定
着
す
る
と
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
に
お
い
て
は
、
第
二
類
形
容
詞
の
連
体
形
○
O
は
●
○
に
変
わ
ら
ざ
る
を
得

（15）

な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
新
し
い
終
止
連
体
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
●
○
と
、
連
用
形
・
仮
定
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
は
一
致
し
て
い
る
。
連

用
形
の
場
合
、
○
○
は
強
調
の
表
現
で
あ
る
た
め
に
、
上
昇
調
が
低
の
前
で
許
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
そ
の
形
は
、
単
独
で
ア
ク
セ
ン
ト

の
山
を
担
う
か
た
ち
で
あ
る
か
ら
、
●
O
に
変
化
し
や
す
い
形
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
巳
然
形
の
○
●
○
は
、
○
●
0
1
●
○
○
の
変
化
に
ひ

か
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
活
用
形
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
形
が
も
っ
た
変
化
の
原
因
に
よ
る
変
化
の
方
向
と
、

終
止
連
体
形
に
ひ
か
れ
る
と
い
う
変
化
の
方
向
と
が
一
致
し
て
実
現
し
た
形
な
の
で
あ
ろ
う
。

新
し
く
生
じ
た
終
止
連
体
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
異
な
る
の
は
未
然
形
で
あ
る
。
未
然
形
は
、
形
容
詞
連
用
形
＋
ア
ラ
（
ウ
）
で
あ
る
か
ら
、

形
容
詞
連
用
形
0
0
に
、
ア
ラ
ム
○
○
（
▼
）
が
転
じ
た
○
●
（
▽
）
　
（
ア
ラ
ウ
）
が
複
合
し
て
、

〇
〇
十
〇
●
（
▽
）
1
0
●
●
（
▽
）

と
な
り
、
そ
れ
が
統
成
的
機
能
を
獲
得
し
て
、
○
●
●
（
▽
）
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
、
連
用
形
の
カ
リ
活
用
、

例
え
ば
「
ヨ
カ
ッ
タ
」
も
ク
活
用
の
形
容
詞
と
同
じ
く
語
頭
が
高
く
、
●
○
○
（
▽
）
で
あ
る
。
同
じ
カ
リ
活
用
で
あ
り
な
が
ら
、
未
然
形
の

「
ヨ
カ
ロ
ー
」
（
○
●
●
（
▽
）
）
と
ど
う
し
て
形
が
違
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
そ
れ
が
、

○
○
＋
○
●
　
（
▽
）
　
（
ヨ
ク
十
ア
ッ
タ
）

と
い
う
連
続
で
、
構
造
は
「
ヨ
カ
ロ
ー
」
と
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
の
方
は
「
ヨ
ク
ハ
ア
ッ
タ
」
な
ど
の
形
も
多
用
さ
れ
、
0
0
の
独
立

東
京
方
言
に
お
け
る
動
詞
・
形
容
詞
の
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
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性
が
強
か
っ
た
た
め
に
、
こ
の
部
分
に
●
○
の
変
化
が
起
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

あ
わ
せ
て
第
一
類
形
容
詞
を
見
て
お
く
。
連
用
形
●
○
は
安
定
し
た
形
で
あ
っ
た
。
終
止
連
体
形
の
●
O
は
統
成
約
機
能
を
も
つ
方
向
に

変
化
し
て
●
○
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
巳
然
形
の
●
●
○
（
▽
）
は
、
語
頭
低
下
が
起
き
て
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
連
用
形
と
終
止
連

体
形
に
お
い
て
第
二
類
形
容
詞
と
一
致
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
こ
の
形
も
、
第
二
類
形
容
詞
と
同
じ
形
に
な
っ
て
、
統
成
的
機
能
を
果
た

す
形
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
未
然
形
の
●
○
○
は
、
第
二
類
に
起
き
た
の
と
同
じ
こ
と
が
起
き
た
と
見
ら
れ
る
が
、
ま
た
、
第
二
類
形
容

詞
に
合
流
し
た
と
い
う
面
も
強
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
三
音
節
形
容
詞

（16）

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
三
音
節
形
容
詞
の
各
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
表
1
1
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
表
1
1
）
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
三
音
節
形
容
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

第 第
類二

類
‾
類

○ ●● 終
○ ●● 止
● ㊦○ 形

○ ● 連
● ● 用
○ ○ 形

○ ●● 連
○ ●● 体
㊦ ㊦○ 形

○ ●
巳
然
形

○ ●
● ●
○ ○

○ ● 未
然
形

● ●
○ ○
○ ○

ま
た
、
現
代
東
京
方
言
の
そ
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
表
1
2
の
通
り
で
あ
る
。

筆
者
の
解
釈
で
は
、
第
二
類
形
容
詞
終
止
連
体
形
の
0
0
0
が
、
音
便
の
定
着
に
よ
っ
て
○
●
○
に
変
わ
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。し

か
し
、
三
音
節
の
形
容
詞
の
場
合
に
は
、
そ
の
○
●
○
の
形
が
他
の
活
用
形
に
影
響
を
与
え
て
い
な
い
。
三
音
節
形
容
詞
の
場
合
に
は

ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
形
容
詞
の
場
合
、
変
化
は
終
止
連
体
形
に
起
き
た
か
ら
、
連
用
形
に
起
き
た
動
詞
の
場
合
と



（
表
1
2
）
　
現
代
東
京
方
言
に
お
け
る
三
音
節
形
容
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

類

比
べ
て
他
の
活
用
形
に
及
ぼ
す
影
響
力
は
小
さ
か
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
各
活
用
形
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
か
か
え
た
事
情
か
ら

独
自
に
変
化
し
た
の
で
は
な
い
か
。
先
ず
、
連
用
形
は
、
二
音
節
第
二
類
動
詞
十
テ
に
生
じ
た
○
●
0
1
●
○
○
の
変
化
の
動
き
に
ひ
か
れ

て
、
転
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
仮
定
形
は
、
低
明
示
の
た
め
の
直
前
音
節
の
隆
起
が
起
き
て
、
0
0
●
0
1
●
〇
〇
〇
の
変
化
を
生
じ
た

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
未
然
形
は
、
形
容
詞
連
用
形
＋
ア
ラ
（
ウ
）
で
あ
る
か
ら
、
形
容
詞
連
用
形
○
●
○
に
、
ア
ラ
ム
○
○
（
▼
）
が
転
じ
た

○
●
（
▽
）
　
（
ア
ラ
　
（
ウ
）
）
が
複
合
し
て
、

○
●
〇
十
〇
●
（
▽
）
1
0
●
●
●
　
（
▽
）

と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
、
連
用
形
の
カ
リ
活
用
形
、
例
え
ば
「
シ
ロ
カ
ッ
タ
」
も
、
ク
活
用
形
容
詞
と
同
じ

く
語
頭
が
高
く
、
●
〇
〇
〇
（
▽
）
で
あ
る
。
同
じ
カ
リ
活
用
で
あ
り
な
が
ら
、
未
然
形
の
「
シ
ロ
カ
ロ
ー
」
（
○
●
●
●
（
▽
）
）
と
ど
う
し

て
形
が
違
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
そ
れ
が
、

○
●
○
＋
○
●
　
（
▽
）
　
（
自
ク
＋
ア
ッ
タ
）

と
い
う
連
続
で
、
構
造
は
「
シ
ロ
カ
ロ
1
」
と
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
の
方
は
「
自
ク
ハ
ア
ッ
ク
」
な
ど
の
形
も
多
用
さ
れ
、
○
●
○
の

独
立
性
が
強
か
っ
た
た
め
に
、
こ
の
部
分
に
●
○
○
へ
の
変
化
が
起
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

右
の
よ
う
に
し
て
、
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
の
各
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
定
ま
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
『
明
解
日
本
語
ア
ク
セ

ン
ト
辞
典
第
二
版
』
（
解
説
四
九
頁
）
に
よ
れ
ば
、
近
年
の
若
い
層
の
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
、
次
の
よ
う
な
形
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

東
京
方
言
に
お
け
る
動
詞
・
形
容
詞
の
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
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連
用
形
　
　
自
ク

白
カ
ッ
　
（
タ
）

仮
定
形
　
　
自
ケ
レ
　
（
バ
）

○
●
○

○
●
○
○
　
（
▽
）

○
●
○
○
　
（
▽
）

類
推
に
よ
っ
て
、
各
活
用
形
が
○
●
○
に
統
一
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
動
き
を
見
る
。

ぁ
ゎ
せ
て
第
一
類
形
容
詞
を
見
て
お
く
。
連
用
形
と
終
止
連
体
形
と
は
語
頭
の
●
●
に
山
の
後
退
が
起
き
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
仮
定
形

が
○
●
○
○
で
あ
る
の
は
簡
単
に
は
説
明
し
に
く
い
。
そ
の
原
形
巳
然
形
の
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
は
●
●
●
○
（
▽
）
と
推
定
さ

（17）

れ
て
お
り
、
こ
の
形
が
語
頭
低
下
ま
た
は
山
の
後
退
を
起
こ
す
と
、
○
●
●
○
（
▽
）
か
○
●
●
●
（
▽
）
か
で
あ
っ
て
、
○
●
○
○
で
は
な

い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
変
化
を
説
明
す
る
上
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
二
類
の
形
容
詞
の
活
用
形
の
中
で
、
●
○
○
の
形
を
し
て
い
る
活
用

形
に
、

シ
ロ
ク
テ
・
シ
ロ
カ
ッ
タ
・
シ
ロ
ケ
レ
バ

が
あ
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
第
一
類
の
方
も
、
右
の
三
つ
の
形
は
、

ア
カ
ク
テ
・
ア
カ
カ
ッ
タ
・
ア
カ
ケ
レ
バ

と
同
じ
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ア
カ
タ
テ
は
、
●
●
〇
十
▼
が
結
合
度
を
強
く
し
て
●
●
○
▽
と
な
っ
た
形
に
語
頭
低
下
が
起
き
て

○
●
○
▽
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ア
カ
カ
ッ
タ
は
、

●
●
〇
十
〇
●
　
（
▽
）

の
●
●
○
の
部
分
の
独
立
性
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
●
●
○
○
（
▽
）
と
な
り
、
こ
の
形
に
や
は
り
語
頭
低
下
が
起
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
ア
刺

ケ
レ
バ
は
、
そ
の
ア
刺
ク
テ
・
ア
刺
カ
ッ
タ
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
ひ
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
未
然
形
、
例
え
ば
「
ア
カ
カ
ロ
ー
」

は
、
●
●
○
＋
○
○
（
▼
）
が
●
●
○
＋
○
●
（
▽
）
に
変
わ
り
、
こ
れ
が
結
合
度
を
強
く
し
、
あ
わ
せ
て
語
頭
低
下
が
起
き
て
、
○
●
●
●

（
▽
）
　
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。



七
、
四
音
節
形
容
詞

（18）

次
に
四
音
節
形
容
詞
を
見
る
。
鎌
倉
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
表
1
3
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
表
1
3
）
　
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
四
音
節
形
容
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

第
＿

第
類

‾類
一
類

○ ●● 終
止
形

○ ●●
○ ●●
㊦ ぐ○

○ ● 連
用
形

○ ●
● ●
○ ○

○ ●●
連
体
形

○ ●●
○ ●●
㊦ ●○

○ ●
巳○ ●

○ ● 然
● ● 形
○ ○

○ ●
末○ ●

● ● 然
○ ○ 形
○ ○

ま
た
、
現
代
東
京
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
表
1
4
の
通
り
で
あ
る
。

（
表
1
4
）
　
現
代
東
京
方
言
に
お
け
る
四
音
節
形
容
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

第
二
類
形
容
詞
の
終
止
連
体
形
は
、
既
に
見
た
よ
う
に
0
0
0
㊦
の
形
か
ら
、
音
便
の
定
着
に
よ
り
○
○
●
○
の
形
に
転
じ
、
統
成
的
機

能
を
果
た
す
動
き
の
中
で
○
●
●
○
に
な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
形
容
詞
の
場
合
、
終
止
連
体
形
に
生
じ
た
新
し
い
形
○
●
●
○
が
他
の
活
用
形
に
影
響
を
与
え
て
い
な
い
。
こ
の
場
合
も
、
根
底
に

新
し
い
形
が
生
ま
れ
た
活
用
形
が
終
止
連
体
形
で
影
響
力
が
小
さ
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
形
が
も
っ
た
原
因
の
方
が
強
く

働
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
連
用
形
は
、
音
便
の
定
着
に
よ
っ
て
、
三
音
節
第
二
類
動
詞
＋
テ
の
ア
ク
セ
ン
ト
○
○
●
○
が
○
●
○
○
に
転

東
京
方
言
に
お
け
る
動
詞
・
形
容
詞
の
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

じ
た
の
に
ひ
か
れ
た
変
化
と
見
ら
れ
る
。
次
に
、
仮
定
形
は
、
低
明
示
の
た
め
の
直
前
音
節
の
隆
起
に
よ
っ
て
、
〇
〇
〇
●
○
か
ら
○
●
〇

〇
〇
に
転
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
未
然
形
に
つ
い
て
は
、
三
音
節
形
容
詞
の
場
合
と
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
未
然
形
は
、
連
用
形
＋

ア
ラ
　
（
ウ
）
　
で
あ
る
か
ら
、

○
●
●
○
＋
○
●
　
（
▽
）
　
1
0
●
●
●
●
　
（
▽
）

と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
～
カ
ッ
タ
」
の
形
○
●
〇
〇
〇
（
▽
）
に
つ
い
て
は
、
三
音
節
形
容
詞
の
場
合
に
準
じ
て
説
明
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

右
の
よ
う
に
し
て
、
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
の
各
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
定
ま
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
『
明
解
日
本
語
ア
ク
セ

ン
ト
辞
典
第
二
版
』
　
（
解
説
四
九
頁
）
　
に
よ
れ
ば
、
近
年
の
若
い
層
の
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
、
次
の
よ
う
な
形
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

連
用
形
　
　
短
ク
　
　
　
　
　
　
　
○
●
●
○

短
カ
ッ
　
（
タ
）
　
　
　
　
○
●
●
○
○
（
▽
）

仮
定
形
　
　
短
ケ
レ
　
（
バ
）
　
　
　
　
○
●
●
○
○
　
（
▽
）

類
推
に
よ
っ
て
、
各
活
用
形
が
○
●
●
○
に
統
一
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
動
き
を
見
る
。

あ
わ
せ
て
第
一
類
形
容
詞
を
見
て
お
く
。
終
止
連
体
形
と
連
用
形
と
は
、
語
頭
の
●
●
に
山
の
後
退
が
起
き
た
も
の
で
あ
る
。
仮
定
形
と

未
然
形
と
は
、
三
音
節
第
一
類
形
容
詞
の
場
合
に
準
じ
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

八
、
結
　
　
論

現
代
東
京
方
言
に
お
け
る
動
詞
・
形
容
詞
の
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
、
活
用
形
間
で
ど
の
く
ら
い
一
致
し
て
い
る
か
を
ま
と
め
て
み
る

と
、
表
1
5
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
語
幹
の
範
囲
と
活
用
語
尾
を
含
め
た
全
体
と
に
分
け
て
示
し
た
。
動
詞
の
場
合
は
連
用
形
の
形
（
～
マ
ス

の
形
を
除
く
）
、
形
容
詞
の
場
合
は
終
止
連
体
形
の
形
を
、
そ
れ
ぞ
れ
口
で
表
し
、
そ
れ
と
異
な
る
場
合
に
は
×
印
で
示
す
こ
と
と
し
た
。
た



だ
し
、
下
り
核
の
有
無
は
違
い
と
し
て
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
一
段
活
用
動
詞
と
形
容
詞
の
場
合
に
は
活
用
形
に
よ
っ
て
音
節
数
が

違
う
が
、
例
え
ば
、
○
●
●
●
と
○
●
●
●
●
と
は
一
致
と
見
、
○
●
●
●
と
○
●
●
○
○
と
は
不
一
致
と
見
た
。

（
表
B
）
現
代
東
京
方
言
に
お
け
る
動
詞
・
形
容
詞
の
各
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト

詞動

一 三 三 二
一立 立 立 立

日 日 日 ‖
節 節 節 節
リグ ー 四
容 段 段 詞
詞 動 動

詞 詞

第
＿

第 第
＿

第
一

第 第
＿

第

＿‾類
‾
類

二
類 ‾類

‾
類 ‾類 類

語 全 語 全 語 全 語 全 語 全 語 全 語 全 語
幹 体 幹 体 幹 体 幹 体 幹 体 幹 体 幹 体 幹

□ × × □ □ □ □ ＝ □ 口 ＝ □ □ □ □

終
止
連
体

‖ □ 口 □ □ ＝ □ □ ＝ □ □ □ □ □ □
連
用
形

□ × × □ □ ＝ □ □ □ □ 口 ＝ □ □ □
仮
定
形

× × × □ □ × □ × □ □ □ × × 口 □
未
然
形

□
×

□
×

□ □ ＝ □ □ □ □ □ 口 ＝ □ □
命
令
形

東
京
方
言
に
お
け
る
動
詞
・
形
容
詞
の
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

詞容形

四
立

一一三
日 日節 節
形
血

形
ノ 衆谷

詞
谷
詞

第 第 第 第
二
類

‾
類

二
類

‾
類

全 語 全 語 全 語 全 語 全
体 幹 体 幹 体 幹 体 幹 体

□ □ □ □ □ □ □ □ □

× × □ 口 × × □ □ □

× × × □ × × × □ □

× × ＝ □ × × □ ‖ ×

従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
来
た
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
、
各
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
か
な
り
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
語
の
長
さ
か
ら
見
る

と
、
語
幹
三
日
節
の
語
は
各
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
一
致
す
る
傾
向
が
強
く
、
語
幹
が
二
音
節
以
上
で
あ
る
語
の
場
合
に
は
異
な
る
ア
ク

セ
ン
ト
の
活
用
形
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
従
来
認
め
ら
れ
て
き
た
語
幹
保
持
の
傾
向
に
一
致
し
て
い
る
。
第
一
類
・
第
三
類
語
の

場
合
に
は
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
が
も
と
も
と
も
っ
て
い
た
と
こ
ろ
の
、
各
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
よ
く
一
致
し
て
い
る
と
い
う
性
質
を

継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
第
二
類
の
語
の
場
合
に
は
、
語
頭
の
高
低
の
逆
転
さ
え
含
む
大
き
な
変
化
を
遂
げ
て
い
な
が
ら
、

少
音
節
語
と
動
詞
を
中
心
に
、
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
か
な
り
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
一
致
し
て
い
る
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
調

べ
て
み
る
と
、
動
詞
の
場
合
に
は
連
用
形
の
影
響
を
受
け
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
例
が
あ
り
、
形
容
詞
の
場
合
に
は
終
止
連
体
形
の
影
響

が
か
か
わ
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
あ
る
活
用
形
に
生
じ
た
ア
ク
セ
ン
ト
の
形
が
他
の
活
用
形
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
力
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
形
の
形
が
そ
れ



ぞ
れ
に
も
っ
た
変
化
の
原
因
と
、
相
乗
し
、
ま
た
、
相
克
し
な
が
ら
、
発
現
し
た
。
相
克
し
た
場
合
に
は
、
後
者
の
原
因
の
方
が
よ
り
直
接

的
で
あ
っ
た
り
し
て
、
強
い
と
、
他
の
活
用
形
に
ひ
か
れ
る
と
い
う
変
化
は
発
現
し
な
か
っ
た
。
他
の
活
用
形
と
異
な
る
ア
ク
セ
ン
ト
を
も

つ
こ
と
と
な
っ
て
い
る
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
そ
の
別
の
原
因
が
説
明
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

変
化
は
複
雑
で
あ
り
、
あ
る
活
用
形
に
生
じ
た
ア
ク
セ
ン
ト
が
他
の
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
力
は
、
絶
対
的
に

大
き
な
も
の
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
筆
者
の
、
動
詞
の
場
合
に
は
連
用
形
か
ら
変
化
が
は
じ
ま
り
、
形
容
詞
の
場
合
に
は

終
止
連
体
形
か
ら
変
化
が
は
じ
ま
っ
た
と
す
る
仮
説
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
力
は
確
か
に
働
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

動
詞
に
比
べ
る
と
、
形
容
詞
の
場
合
に
は
各
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
ば
ら
つ
き
が
目
立
つ
が
、
そ
れ
で
も
、
近
時
の
東
京
方
言
の
若
い

層
の
形
容
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
各
活
用
形
で
一
致
す
る
方
向
に
変
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
各
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
一
致
さ
せ

る
と
い
う
力
は
や
は
り
無
視
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
の
結
果
、
単
純
語
と
複
合
語
と
の
間
に
、
語
頭
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
高
低
が
一
致
す
る
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
金
田
一
法
則
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い
た
た
め
に
、
語
幹
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
絶
対
に
〓
疋
に
保
っ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
方
言
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
活
用
語
の
各
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
一
致
す
る
方
向
に
動
い

て
来
た
し
、
今
も
動
い
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

な
お
、
東
京
方
言
に
つ
い
て
、
第
一
類
の
語
と
第
二
類
の
語
と
を
比
べ
る
と
、
第
一
類
の
語
の
方
が
各
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
よ
く
一

致
さ
せ
て
お
り
、
第
二
類
の
語
の
方
は
一
致
率
が
低
い
。
こ
の
事
実
は
、
音
便
の
定
着
が
直
接
の
原
因
と
な
っ
て
、
第
二
頬
の
語
に
ア
ク
セ

ン
ト
の
変
化
が
起
き
た
こ
と
が
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
を
分
離
さ
せ
た
直
接
の
原
因
で
あ
る
と
す
る
筆
者
の
解
釈
を
支
持
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

注（
1
）
　
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
国
語
学
会
平
成
五
年
度
秋
季
大
会
に
お
い
て
「
母
音
優
位
・
子
音
優
位
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。

東
京
方
言
に
お
け
る
動
詞
・
形
容
詞
の
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト

五
五
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五
六

（
2
）
　
服
部
四
郎
「
ア
ク
セ
ン
ト
と
方
言
」
（
『
国
語
科
学
講
座
Ⅶ
国
語
方
言
学
』
明
治
書
院
一
九
三
二
・
八
二
ハ
三
頁
。
な
お
、
二
音
節
第
二
類
動
詞

の
う
ち
、
第
一
音
節
が
無
声
化
す
る
語
の
場
合
、
東
京
方
言
で
、
列
ク
（
吹
く
）
叫
ク
（
付
く
）
よ
り
も
フ
列
・
ツ
ク
l
の
形
で
行
わ
れ
や
す
い
こ

と
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
例
も
、
筆
者
の
解
釈
に
立
つ
と
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
変
化
が
起
き
た
時
に
、
第
二
音
節
が
無
声
化
し
て
い

る
た
め
、
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
形
の
ま
ま
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
言
一
、
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
で
、
列
ク
・

刈
ク
に
変
わ
り
、
そ
れ
が
無
声
化
が
原
因
で
フ
列
・
ツ
外
形
に
変
わ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
の
解
釈
が
妥
当
で
あ
る
の
か
は
、
無
声
化
が
、

京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
い
つ
、
ど
の
く
ら
い
起
き
て
い
た
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

（
3
）
　
金
田
一
春
彦
『
四
座
講
式
の
研
究
』
（
三
省
堂
一
九
六
四
二
二
）
三
七
〇
頁
に
よ
る
。
た
だ
し
、
第
二
類
連
用
形
第
二
種
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
秋

永
一
枝
「
古
今
集
声
点
本
に
お
け
る
二
二
拍
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
ー
古
今
集
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
上
－
」
（
国
文
学
研
究
九
七
一
九
八
九
・
三
）

（4）（5）（6）（7）（8）（9）

に
よ
る
。

金
田
一
春
彦
監
修
秋
永
一
枝
編
『
明
解
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典
第
二
版
』
（
三
省
堂
一
九
八
一
・
四
）
　
に
よ
る
。
以
下
現
代
東
京
方
言
の
ア

ク
セ
ン
ト
は
こ
の
辞
典
に
よ
る
。

注
3
金
田
三
脚
文
三
五
九
頁
。

注
5
に
同
じ
。

打
消
の
助
動
詞
連
体
形
「
ヌ
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
は
秋
永
一
枝
『
古
今
集
声
点
本
の
研
究
　
研
究
篇
下
』
（
校
倉
書
房
一
九
九
二
一
）

二
〇
五
頁
に
よ
る
。
ま
た
、
推
量
の
助
動
詞
「
ン
（
む
）
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
は
注
3
金
田
一
論
文
四
七
七
頁
に
よ
る
。

こ
の
変
化
の
原
因
は
川
上
秦
「
い
わ
ゆ
る
低
低
低
型
か
ら
高
高
低
型
へ
の
変
化
」
（
音
声
学
協
会
会
報
二
八
一
九
六
五
・
四
）
が
論
じ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
筆
者
が
便
宜
名
前
を
つ
け
た
。

拙
著
『
轟
謡
増
日
本
語
音
韻
史
』
（
武
蔵
野
書
院
一
五
九
三
・
六
）
九
〇
六
頁
で
見
た
よ
う
に
、
「
ナ
イ
」
の
「
ナ
」
が
打
消
の
助
動
詞
「
ヌ
」

系
に
出
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
は
、
○
○
‥
の
形
で
あ
っ
て
、
そ
の
低
で
は
じ
ま
る
形
を
と
ど
め
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
1
0
）
　
音
便
が
定
着
す
る
と
、
例
え
ば
、
ウ
ゴ
項
テ
（
動
い
て
）
の
よ
う
な
形
は
、
二
音
節
第
二
類
動
詞
の
場
合
と
同
様
に
、
特
殊
音
節
が
単
独
で
ア
ク

セ
ン
ト
の
山
を
担
え
な
い
東
京
方
言
で
は
、
ウ
判
イ
テ
の
形
に
変
わ
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

11213141

注
3
金
田
一
論
文
三
七
九
頁
。

注
1
1
に
同
じ
。

注
3
金
田
一
論
文
三
七
三
頁
に
よ
る
。
た
だ
し
、
第
二
顆
連
用
形
第
二
種
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
注
3
秋
永
論
文
七
三
頁
に
よ
る
。

注
3
金
田
一
論
文
四
〇
七
頁
に
よ
る
。
た
だ
し
、
第
二
類
の
連
用
形
は
、
『
類
衆
名
義
抄
』
に
見
え
る
と
こ
ろ
の
上
昇
調
の
形
が
生
き
て
い
た
も



の
と
見
た
。

（
琶
　
例
え
ば
、
「
良
イ
」
に
つ
い
て
見
る
と
、
「
ヨ
パ
イ
」
と
な
り
、
東
京
方
言
で
は
「
ヨ
ー
イ
」
に
変
わ
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

（
1
6
）
　
注
3
金
田
〓
珊
文
四
一
六
頁
。

（
1
7
）
　
注
7
秋
永
論
文
二
〇
頁
も
●
●
●
○
と
推
定
す
る
。

（
1
8
）
　
注
3
金
田
〓
胴
文
四
一
九
貢
。

東
京
方
言
に
お
け
る
動
詞
・
形
容
詞
の
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト

五
七




